
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両

井
亐
亐
亐
亐
亐
亐
亐
亐
亐
亐
亐
亐
亐
亐
亐
亐
亐
亐
亐
亐

亐亐亐亐亐亐亐亐亐亐亐亐亐亐亐亐亐亐

き
く
ち
・
ひ
で
ひ
ろ

１
９
３
６

年
生
ま
れ
、
東
京
大
学
教
養
学
部

卒
、
東
京
銀
行
（
現
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀

行
）
を
経
て

年
か
ら
文
京
女
子
大

学
（
現
文
京
学
院
大
学
）
・
同
大
学

院
教
授
２
０
０
７
年
か
ら
現
職
金

融
庁
参
与
な
ど
歴
任
主
要
論
文｢

日

本
農
業
は
過
少
保
護

農
林
中
金
の

利
益
が
生
産
に
必
要｣(


週
刊
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト

年
５
月

日
)

な
ど


日
本
金
融
財
政
研
究
所
所
長

菊
池
英
博

安
倍
晋
三
首
相
と
米
国
の
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
は
９
月

日
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
会
談
し
、
日

米
貿
易
協
定
の

終
合
意
を
確

認
し
て
共
同
声
明
に
署
名
し

た
。
安
倍
首
相
は
ウ
ィ
ン
ウ
ィ

ン
だ
と
し
て
交
渉
が
成
功
し
た

と
言
っ
て
い
る
が
、
協
定
内
容

を
み
る
と
日
本
側
に
不
利
な
要

因
が
多
く
見
ら
れ
る
。

民
主
主
義
に
反
す

大
き
な
問
題
は
、

終
合
意

ま
で
政
府
か
ら
情
報
開
示
が
な

く
、
国
民
の
意
見
を
事
前
に
聞

か
ず
に
政
府
の
ご
都
合
主
義
で

協
定
内
容
が
決
ま
っ
た
こ
と

だ
。
民
主
主
義
の
大
原
則
に
反

す
る
行
為
で
、
看
過
で
き
な

い
。共

同
声
明
で
は
、
「
今
回
の

協
定
発
効
後
、
４
カ
月
以
内
に

次
の
協
議
テ
ー
マ
を
決
め
る
」

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
次
の
交

渉
で
米
国
は
日
本
側
に
さ
ら
な

る
関
税
引
き
下
げ
（
環
太
平
洋

連
携
協
定
＝
Ｔ
Ｐ
Ｐ
＝
以
上
）

と
自
動
車
の
関
税
引
き
上
げ
、

為
替
条
項
（
円
安
誘
導
を
制
限

さ
れ
る
）
の
採
用
な
ど
を
追
加

さ
せ
ら
れ
る
余
地
を
残
し
て
い

る
。安

倍
総
裁
率
い
る
自
民
党

は
、
２
０
１
２
年

月
の
選
挙

で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
を
訴
え
て

政
権
に
復
帰
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
政
権
に
復
帰
す
る
と
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
に
豹
変
し
、
さ
ら
に
必

要
が
な
い
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）

と
の
貿
易
協
定
ま
で
締
結
し
て

日
本
の
食
料
自
給
率
を
低
下
さ

せ
て
い
る
。

年
度
の
日
本
の

食
料
自
給
率
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー

ス
）
は
過
去

低
の

％
に
落

ち
、
食
料
生
産
額
は
２
年
前
に

比
べ
２
㌽
減
の

％
だ
。
田
畑

が
縮
小
し
て
農
業
所
得
は
減
少

し
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
交
渉
後

に
今
回
の
協
定
は
「
公
正
で
互

恵
的
な
協
定
だ
、
米
国
の
農
民

が
勝
っ
た
の
だ
」
と
述
べ
た
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
。
米
国
農
民

が
勝
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
負
け

た
の
は
日
本
農
民
だ
。

財
政
支
援
に
大
差

米
国
は
１
９
３
０
年
代
の
大

恐
慌
の
時
に
農
産
物
が
売
れ
残

り
、
農
民
は
貧
困
状
態
に
落
ち

込
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、

戦
後
の
米
国
は
食
料
自
給
率
を

１
０
０
％
以
上
に
す
る
こ
と
を

国
家
目
標
と
し
、
さ
ら
に
農
産

物
を
安
全
保
障
上
の
戦
略
物
資

と
位
置
付
け
て
、
党
派
を
問
わ

ず
に
農
業
振
興
・
農
民
支
援
に

多
額
の
奨
励
金
を
支
給
し
て
き

た
。『

よ
く
わ
か
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の

間
違
い
』
（
農
文
協
）
に
よ
る

「
農
業
に
対
す
る
政
府
支
出
の

国
際
比
較
」
の
う
ち
「
農
業
生

産
額
に
対
す
る
農
業
予
算
の
割

合
（
２
０
０
５
年
）
」
で
は
、

日
本
が

％
、
米
国
は

％
で

あ
り
、
米
国
農
民
は
日
本
農
民

よ
り
も
２
・
４
倍
の
財
政
支
援

を
受
け
て
い
る
。
こ
の
比
率
が


年
度
で
も
継
続
し
て
い
る
と

す
れ
ば
、
日
本
の
１
０
１
・
４

兆
円
の
国
家
予
算
の
う
ち
農
水

予
算
は
２
・
４
兆
円
で
あ
る
の

で
、
米
国
並
み
に
す
る
に
は
こ

の
２
・
４
倍
で
あ
る
５
・
８
兆

円
が
必
要
で
あ
る
。

米
国
は
食
料
自
給
率
が
１
３

０
％
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
、
農

水
省
）
で
あ
り
、
米
国
農
民
は

日
本
よ
り
も
多
い
国
の
援
助
を

得
て
生
産
に
励
み
、
余
剰
農
産

物
が
出
れ
ば
大
統
領
が
支
援
し

て
く
れ
る
。

安
倍
首
相
に
問
い
た
い
。
貴

殿
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
し
た
の
で

政
権
に
復
帰
で
き
た
の
に
、
権

力
を
握
る
や
農
民
へ
の
約
束
を

ほ
ご
に
し
た
の
だ
。
ト
ラ
ン
プ

が
自
国
の
農
民
を
支
援
す
る
姿

勢
を
見
て
、
貴
殿
も
見
習
っ
て

は
ど
う
か
。
貴
殿
も
ト
ラ
ン
プ

の
よ
う
に
自
国
の
「
農
民
を
勝

た
せ
る
政
治
家
」
に
な
っ
て
ほ

し
い
。

日米貿易協定

農
民
勝
た
せ
る
政
治
を


